



























年 9 月の満州事変と 1937 年 7 月の蘆溝橋事件、日中戦争が開始された 1930 年代の反日プロパ
ガンダを増長させることになった。 。もちろん他の要素もソ連のプロパガンダに影響を与えていたが、本稿
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ば、1933 年 12 月 10 日に発表された日本に関するプラウダの記事は、立憲政友会から松岡洋右が
辞任したことを次のように書いています。「日本で最も反動的な組織と密接に関連している松岡が、軍
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